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内容の要旨および審査の結果の要旨
冠動脈バイパス術において，大伏在静脈グラフトを用いた大動脈一冠動脈バイパス術が一般的であった
が，遠隔期開存率が不良であるため，長期開存性の優れた有茎動脈グラフトが使用されてきている。しか
し一方で，動脈グラフトの血流不足を示す臨床所見が報告されている。収縮期優位の体循環系動脈グラフ
トでは，拡張期優位の冠循環と循環位相差が生じ，標的冠動脈が血流不足に陥ると推測される。冠動脈バ
イパスモデルを作成し動脈グラフトの血流供給能を検討した。上行大動脈から左前下行枝（leftanterior
descendingartery，ＬＡD）に達するグラフト（ascendingaortagraft，ＡＡＧ）と，第一腰椎の
高さの下行大動脈からLADに達するグラフト（descendingaortagraft，DAG)，並びに左内胸動脈
(internalthoracicartery，ITA）を互いに吻合し複合グラフトとした。グラフト先端圧の測定後，
複合グラフトをLADに吻合し，吻合後の血流量とグラフト内圧を測定した。ＬＡD流量波形は拡張期優位
の二峰性を示した。ＡＡＧはLAＤより更に拡張期優位の二峰性を，ＩＴＡは拡張期が低い二峰性を呈した。
ＤＡＧは拡張期流量が少ない収縮期優位の波形を示した。収縮期流量は，LAD，ITA，ＤＡＧでは有意差は
なかったが，ＡＡＧはこれらより高値を示した（p＜0.01)。拡張期流量は，ＡＡＧはLADより高値で，ＩＴＡ
はLADとＡＡＧより，ＤＡＧはLAD，AAG，ＩＴＡより低値であった（p＜0.01)。グラフト先端圧波形は，
AAGは拡張期に緩やかに圧が低下し，ITAは幅の狭い収縮期圧と低い拡張期圧を示した。ＤＡＧは更に幅
の狭い収縮期圧と，低く落ち込む拡張期圧を呈した。収縮期圧には有意差はなかったが，拡張期圧はITA
はAAGより，ＤＡＧはAAGとITAより（p＜001）低値を示した。吻合後のグラフト内収縮期圧はグラフ
ト先端圧より約10％低下したが，拡張期圧はグラフト先端拡張期圧波形と同様の特徴を示した。各グラフ
トの平均拡張期圧と拡張期流量は単回帰分析にて高い相関性を示した。臨床例でのグラフト先端圧測定で，
ITAと胃大綱動脈は実験モデルのITAとＤＡＧと同様の生理学的特徴を示した。以上より，収縮期優位の
体循環系動脈グラフトは拡張期優位の冠循環に対する拡張期血流供給能が劣り，生理学的適合性が低いこ
とが示された。
以上の研究は，最近多用される傾向にある動脈グラフトによる冠動脈バイパス術に対する警鐘を与える
ものであり，心臓外科学に寄与するところが大きい労作と評価された。
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